
 

（様式第11） 

  令和4年10月1日 

 

（宛先） 

 埼玉県知事 殿 

 

 

住 所 〒105-0012 

    東京都港区芝大門1-1-3 

申請者 

                            氏 名 日本赤十字社 

社長 清家 篤 

 

 

 

小川赤十字病院の地域医療支援病院の業務報告について 

 

 

標記について、医療法第12条の２の規定に基づき、令和3年度の業務に関して報告します。 

 

 

記 

 

 

１ 開設者の住所及び氏名 

住所 
〒105-0012 

東京都港区芝大門1-1-3 

 

 氏名 日本赤十字社 

 （注）開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

２ 名称 

 

３ 所在の場所 

〒355-0397 埼玉県比企郡小川町小川1525 

電話（0493）72-2333 

  

４ 病床数 

精神病床 感染症病床 結核病床 療養病床 一般病床 合計 

50 床 床 床 床 252 床 302 床 

 

  

小川赤十字病院 



 

５ 施設の構造設備 

施設名 設備概要 

集中治療室 

（主な設備）人工呼吸装置、その他の救急蘇生装置、心電計、心細動除去装置、

ペースメーカー 

病床数 4 床 

化学検査室 

（主な設備）生化学自動分析装置、血中アンモニア測定器、血液ガス分析装置、

血液塗抹染色装置、血液自動分析装置、血液凝固分析装置、免疫自動分析装置、

尿沈査自動分析装置、尿判定量自動分析装置、臨床検査システム 

細菌検査室 （主な設備）自動細菌同定薬剤感受性装置、血液培養装置、安全キャビネット 

病理検査室 

（主な設備）病理診断支援システム、自動包埋装置、自動染色装置、自動免疫自

動装置、迅速凍結切片作成装置（クリオスタット）、ディスカッション顕微鏡、

安全キャビネット 

病理解剖室 （主な設備）解剖台 

研究室 （主な設備）机、椅子、パソコン 

講義室 室数  3 室    収容定員  150 人 

図書室 室数  1 室    蔵所数  2,600 冊程度 

救急用又は患者

搬送用自動車 

（主な設備） 

保有台数  1 台 

医薬品情報管理室 ［専用室の場合］     床面積 18.67 ㎡ 

(注) 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器等を記入すること。 

 

 

 

 

 

 

  



 

（様式第12）他の病院又は診療所から紹介された患者に対し医療を提供する体制が整備されていること

を証する書類 

 

１ 地域医療支援病院紹介率及び地域医療支援病院逆紹介率 

(注) １ 「地域医療支援病院紹介率」欄は、ＡをＢで除した数に100を乗じて、小数点以下第１位ま

で記入すること。 

(注) ２ 「地域医療支援病院逆紹介率」欄は、ＣをＢで除した数に100を乗じて、小数点以下第１位

まで記入すること。 

(注) ３ それぞれの患者数については、前年度の延数を記入すること。 

 

  

地域医療支援病院 

紹介率 
56.8 ％ 

算定 

期間 
令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 

地域医療支援病院 

逆紹介率 
92.2 ％ 

算出 

根拠 

Ａ：紹介患者の数 3,676 人 

Ｂ：初診患者の数 6,469 人 

Ｃ：逆紹介患者の数 5,965 人 



 

（様式第13）救急医療を提供する能力を有することを証する書類 

 

１ 重症救急患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況 

№ 職種 氏   名 勤務の態様 勤務時間 備考 

1 医師 竹ノ谷正徳 常勤 / 非専従 8：30-16：45  

2 医師 山崎 克彦 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

3 医師 秋山 雄次 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

4 医師 村上 司 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

5 医師 住田 崇 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

6 医師 矢野 裕也 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

7 医師 伊東 克郎 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

8 医師 伊藤 達也 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

9 医師 三井 隆男 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

10 医師 竹林 正浩 常勤 / 非専従 8：30-16：45  

11 医師 金 准之 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

12 医師 長岡 弘 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

13 医師 吉田 裕 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

14 医師 山崎 将吾 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

15 医師 東島 啓仁 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

16 医師 郡山 貴也 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

17 医師 長島 陽子 常勤 / 非専従 8：30-16：45  

18 医師 伊藤 浩紀 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

19 医師 岩渕 和明 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

20 医師 渡邉 徹 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

21 医師 﨑元 丹 常勤 / 非専従 8：30-16：45  

22 医師 清水 洋明 常勤 / 非専従 8：30-16：45  



 

23 医師 和田 伊佐雄 常勤 / 非専従 8：30-16：45  

24 医師 吉澤 秀彦 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

25 看護師 轟 幸子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

26 看護師 増田 康予 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

27 看護師 小林 佳代子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

28 看護師 樺澤 朋子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

29 看護師 中山 裕紀子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

30 看護師 金子 貴美江 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

31 看護師 朝日 昭子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

32 看護師 田中 勝枝 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

33 看護師 園部 かおる 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

34 看護師 飯島 真智子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

35 看護師 藤田 まみこ 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

36 看護師 茂木 ゆかり 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

37 看護師 池上 麻紀 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

38 看護師 五十嵐 由里 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

39 看護師 小林 礼子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

40 看護師 秋葉 美恵 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

41 看護師 小島 純子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

42 看護師 加藤 香代子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

43 看護師 及川 勝 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

44 看護師 佐々木 理香 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

45 看護師 立石 恵 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

46 看護師 石河 郁枝 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

47 看護師 加藤 洋子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 



 

48 看護師 渡邉 秀一 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

49 看護師 山口 晴美 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

50 看護師 米澤 愛 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

51 看護師 大村 みゆき 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

52 看護師 大川 雅代 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

53 看護師 加賀和 綾子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

54 看護師 伊得 和枝 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

55 看護師 前田 直哉 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

56 看護師 岩渕 智恵 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

57 看護師 根岸 大輔 常勤 / 非専従 8：30-16：45 変則二交替 

58 薬剤師 加茂下 淳子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

59 薬剤師 石河 栄二 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

60 薬剤師 戸塚 孝治 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

61 薬剤師 渡邉 亜希子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

62 薬剤師 秋吉 佳代子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

63 薬剤師 奥田 拓也 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

64 薬剤師 田畑 真一 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

65 薬剤師 横井 大樹 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

66 薬剤師 玉川 有紀子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

67 薬剤師 大島 千佳 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

68 薬剤師 栗島 早月 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

69 薬剤師 南平 貴子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

70 薬剤師 中島 麻有 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

71 薬剤師 清水 直樹 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

72 放射線技師 田中 達也 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

73 放射線技師 酒本 禎史 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 



 

74 放射線技師 山田 伸司 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

75 放射線技師 村田 雅弘 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

76 放射線技師 高井 太市 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

77 放射線技師 清水 美季 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

78 放射線技師 原口 絵美 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

79 放射線技師 木村 幸穂 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

80 放射線技師 船木 雄斗 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

81 臨床検査技師 鈴木 充 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

82 臨床検査技師 宮川 勇 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

83 臨床検査技師 鮫島 辰美 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

84 臨床検査技師 釜津田 雅樹 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

85 臨床検査技師 下方 直美 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

86 臨床検査技師 新井 克弥 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

87 臨床検査技師 佐藤 拓留 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

88 臨床検査技師 萩原 早紀子 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

89 臨床検査技師 田中 由貴 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

90 臨床検査技師 白尾 遥香 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

97 臨床検査技師 中川 禎己 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

98 臨床検査技師 二階堂 拳 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

99 臨床検査技師 今井 深志 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

100 臨床検査技師 長谷部 晶 常勤 / 非専従 8：30-16：45 当直制 

当直制は8：30から翌日8：30まで勤務。変則二交替は①8：30から16：45、②8：30から19：30、③

8：30から20：00、④19：00から翌9：00、⑤20：00から翌9：00の組み合わせで勤務 

 

２ 重症救急患者のための病床の確保状況 

優先的に使用できる病床  4 床 

専用病床 4 床 

(注) 一般病床以外の病床を含む場合は、病床区分ごとに記載すること。 



 

３ 重症救急患者に必要な検査、治療を行うために必要な診療施設の概要 

施 設 名 床 面 積 設  備  概  要 24時間使用の可否 

救急外来 103.15 ㎡ 
（主な設備） 

救急カート、携帯型人工呼吸器 
可 

高度治療室 49.69 ㎡ 

（主な設備） 

除細動器、救急カート、心電計、人工

呼吸器、呼吸循環監視装置、ベットサ

イドモニター、輸液ポンプ、シリンジ

ポンプ 

可 

放射線科 665.29 ㎡ 

（主な設備） 

一般撮影、ＭＲＩ、ＣＴ、診断用ＴＶ

装置、核医学診断装置、マンモグラフ

ィ、Ｘ線骨密度測定装置、血管撮影 

可（一般撮影、ＭＲ

Ｉ、ＣＴ、診断用Ｔ

Ｖ装置のみ） 

化学細菌病理検

査室 
360.73 ㎡ 

（主な設備） 

生化学自動分析装置、血中アンモニア

測定器、血液ガス分析装置、血液培養

装置 

可 

手術室 904.37 ㎡ 

（主な設備） 

全5室、各科一般手術機材、全身麻酔

器、ベットサイドモニター、電気メ

ス、ハイスピード滅菌機、Ｘ線ＴＶ 

装置、超音波ソノサイト、手術用顕微

鏡、リガシュア、鏡視下手術機械等 

可（緊急時必要に応

じて） 

 

４ 備考 

救急指定病院：昭和39年6月 

(注) 特定の診療科において、重症救急患者の受入体制を確保する場合には、その旨を記載すること。 

   既に、救急病院等を定める省令（昭和39年厚生省令第８号）に基づき都道府県知事の救急病院

の認定を受けている病院、救急医療対策の設備事業について（昭和52年７月６日付け医発第692号厚

生省医務局長通知）に基づき救急医療を実施している病院にあっては、その旨を記載すること。 

 



 

５ 救急医療の提供の実績 

救急用又は患者輸送自動車により搬入した

救急患者の数 

1346 人 

（     657 人） 

上記以外の救急患者の数 
1467 人 

（     210 人） 

合計 
2813 人 

（     867 人） 

(注) それぞれの患者数については、前年度の延べ数を記入すること。 

 括弧内には、それぞれの患者数のうち入院を要した患者数を記載すること。 

 

６ 救急用又は患者輸送用自動車 

救急用又は患者輸送用自動車 1 台 

  



 

（様式第14）地域医療従事者による診療、研究又は研修のための利用（共同利用）のための体制が整備

されていることを証する書類 

 

１ 共同利用の実績 

・前年度共同利用医療機関延数：731件 

・上記のうち開設者と直接関係のない医療機関の延数：731件 

・共同利用に係る病床利用率：0％（1件） 

※共同利用病床の活用は新型コロナウィルス感染拡大の影響により自粛しております。 

(注) 前年度において共同利用を行った実績がある場合において、当該前年度の共同利用を行った医

療機関の延べ数、これらの医療機関のうち開設者と直接関係のない医療機関の延べ数、共同利用

に係る病床の病床利用率を明記すること。 

 

２ 共同利用の範囲等 

・開放病床の利用による入院患者診療への参加（開放病床5床） 

・医療機器の利用（コンピューター断層撮影装置（CT）、磁気共鳴断層撮影装置（MRI）、核医学検査

装置（RI）、単純X線撮影装置、乳房撮影装置（マンモグラフィ）、骨密度測定装置（骨塩定量検

査）、脳波計、12誘導心電図計、超音波診断装置、内視鏡検査機器） 

・研究施設の利用（会議室、図書室（研究室）） 

(注) 当該病院の建物の全部若しくは一部、設備、器械又は器具のうち、共同利用の対象とする予定

のものを明記すること。 

 

３ 共同利用の体制 

 ア 共同利用に関する規定の有無 有 

 イ 利用医師等登録制度の担当者 氏 名：梅津 陵子 

                 職 種：医療連携係長 

 (注) 共同利用に関する規定が有る場合には、当該規定の写しを添付すること。 

 

４ 登録医療機関の名簿 

医療機関名 開 設 者 名 住   所 主たる診療科名 
地域医療支援病院開設者との経営上

の関係   

別紙参照     

(注) 当該病院と同一の２次医療圏に所在する医療機関のみ記入すること。 

 

常時共同利用可能な病床数 5 床 

  



 

（様式第15）地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修を行わせる能力を有することの証明 

 

１ 研修の内容 

公開講座 

第60回2021年7月21日新型コロナウイルスに関する話題 

第61回2021年8月18日感染防止対策－新型コロナウィルス感染症を中心に－（中止） 

第62回2021年9月15日呼吸リハビリテーション－呼吸介助と排痰を中心に－ 

延期分2021年10月6日感染防止対策－新型コロナウィルス感染症を中心に－ 

第63回2021年10月20日自粛生活が引き起こす健康二次被害の対策－糖尿病運動療法を中心に－ 

第64回特別2021年11月19日「人生の最終段階のおける意思決定支援」を支えるためにアドバン

ス・ケア・プランニングのおはなし－自分らしく生き、自分らしく逝くために－ 

第65回2021年12月8日周術期の準備について 

第66回2021年12月22日誤嚥性肺炎・嚥下性肺炎患者の看護 

第67回2022年1月19日褥瘡ケアのポイント 

第68回特別2022年2月10日『人生の最終段階のおける意思決定支援とは ～本人の意思が確認できな

い身寄りがない人の死生の事例を通して～』 

第69回2022年3月2日がん患者と家族の痛みと心理ケア 

出張講座 

2021年8月19日呼吸器リハビリテーションについて（訪問看護ステーション） 

2021年11月18日酸素療法について（特別養護老人ホーム） 

2021年11月25日リウマチ性間質性肺炎における看護について 

 

２ 研修の実績 

（１）地域の医療従事者への実施回数 13 回 

（２）（１）の合計研修者数 617 人 

(注) １ 研修には、当該病院以外の地域の医療従事者が含まれるものを記入すること。 

（注）２ （２）には、前年度の研修生の実数を記入すること。 

 

３ 研修の体制 

 ア 研修プログラムの有無 有 

 イ 研修委員会設置の有無 有 

 ウ 研修指導者 

研修指導者 

氏名 
職 種 診療科 役職等 

臨床 

経験数 
特記事項 

竹ノ谷 正徳 医師 内科 
院長 

部長（循環器内科） 
40年 教育責任者 

山崎 克彦 医師 整形外科 
副院長 

部長 
35年  



 

秋山 雄次 医師 内科 
副院長 

部長（リウマチ科） 
36年  

住田 崇 医師 内科 部長（糖尿病内分泌科） 16年  

伊東 克郎 医師 内科 部長（血液内科） 37年  

三井 隆男 医師 内科 部長（神経内科） 29年  

竹林 正浩 医師 精神科 部長 36年  

金 准之 医師 外科 部長（神経内科） 36年  

長岡 弘 医師 外科 部長（乳腺内分泌外科） 31年  

吉田 裕 医師 外科 部長（消化器科） 26年  

吉澤 秀彦 医師 脳神経外科 部長 37年  

伊藤 浩紀 医師 泌尿器科 部長 41年  

渡邉 徹 医師 泌尿器科 部長 37年  

﨑元 丹 医師 眼科 部長 21年  

和田 伊佐雄 医師 耳鼻咽喉科 部長 27年  

村上 康郎 医師 麻酔科 部長 35年  

平田 壽 医師 放射線科 部長 36年  

新井 成俊 薬剤師 薬剤部 部長 31年  

山崎 みつ江 看護師 看護師 部長 32年  

宇田川 洋子 看護師 看護師 副部長 41年  

金子 貴美江 看護師 看護師 糖尿病看護認定看護師 40年  

大川 雅代 看護師 看護師 糖尿病看護認定看護師 14年  

志村 和美 看護師 看護師 感染管理認定看護師 22年  

後藤 宏江 看護師 看護師 緩和ケア認定看護師 23年  

大石 留美子 看護師 看護師 認知症看護認定看護師 11年  

久保田 雅美 看護師 看護師 
皮膚・排泄ケア 

認定看護師 
25年  



 

中山 裕紀子 看護師 看護師 手術看護認定看護師 21年  

太田 了介 看護師 看護師 
慢性呼吸器疾患看護 

認定看護師 
13年  

髙萩 真奈美 看護師 看護師 
摂食・嚥下障害看護 

認定看護師 
12年  

田中 達也 放射線技師 放射線科部 課長 33年  

藤川 保仁 臨床検査技師 検査部 課長 31年  

轟 敦史 理学療法士 
リハビリテ

ーション科 
課長 36年  

藤川 薫 管理栄養士 栄養課 課長代理 31年  

 (注) 教育責任者については、特記事項欄にその旨を記載すること。 

 

４ 研修実施のための施設及び設備の概要 

施  設  名 床 面 積 設   備   概   要 

会議室 140.63 ㎡ 

（主な設備） 

パーテーション、ロールスクリーン、 

プロジェクター、音響設備、机、椅子 

講堂 172.62 ㎡ 

（主な設備） 

ロールスクリーン、プロジェクター、 

音響設備、机、椅子 等 

応接室 37.95 ㎡ 
（主な設備） 

机、椅子、応接セット 

 

  



 

（様式第16）診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法 

管理責任者氏名 病院長 竹ノ谷正徳 

管理担当者氏名 
診療に関する諸記録：医事課 診療情報係長 井旗盛人 

病院の管理及び運営に関する諸記録：医療連携室 医療連携係長 梅津陵子 

 

  保管場所 分  類  方  法 

診療に関する諸記録 

 病院日誌、各科診療日誌、処方せん､手

術記録、看護記録、検査所見記録､エック

ス線写真、紹介状、退院した患者に係る入

院期間中の診療経過の要約 

診療情報管

理室 

診療録：2000年以前一連番号法 

2000年より一連一元番号法 

その他：月別管理 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

共同利用の実績 医療連携室 月別管理 

救急医療の提供の実績 医事課 月別管理 

地域の医療従事者の資質の向上

を図るための研修の実績 
医療連携室 年別管理 

閲覧実績 医療連携室 年別管理 

紹介患者に対する医療提供及び

他の病院又は診療所に対する患

者紹介の実績の数を明らかにす

る帳簿 

医療連携室 月別管理 

 (注) 「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理

方法の概略を記入すること。 

 

  



 

（様式第17）診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

閲覧責任者氏名 病院長 竹ノ谷正徳 

閲覧担当者氏名 医療連携室 医療連携係長 梅津陵子 

閲覧の求めに応じる場所 医療連携室 

閲覧の手続の概要 

 

医療連携室へ申請、その後各担当者により、当院就業時間内において閲覧可能 

 

  

 

前年度の総閲覧件数 0 件 

閲 覧 者 別 

医師 0 件 

歯科医師 0 件 

地方公共団体 0 件 

その他 0 件 

  

 

 

 

  



 

（様式第18）委員会の開催の実績 

 (注) 委員会の開催回数及び議論の概要については、前年度のものを記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

委員会の開催回数 1 回  

委員会における議論の概要 

地域医療支援病院の名称申請についての結果報告 

これからの当院の取り組みについて 

※当院は令和4年2月の申請承認であった為、令和3年度は1回の開催となっております。 



 

（様式例第19）患者相談の実績 

 

患者相談を行う場所 相談窓口、相談室、病棟 

主として患者相談を行った者 

（複数回答可） 

ＭＳＷ 

医療完全対策室担当者 

入退院支援看護師 

患者サポートセンター看護師 

患者相談件数 8,839 件 

患者相談の概要 

医療安全取扱い件数 3件 

 

医療福祉相談（延べ件数 8836件） 

受診・受療 729件、経済的問題 190件、制度活用 1056件、入院療養生活 866件 

退院支援 5387件、在宅療養・介護 376件、家族関係 84件、身元保証・権利擁護 51件 

死後対応 61件、その他合わせ合計 36件 

 

その他、患者サポートセンターおよびご意見箱への意見等への対応、受診相談等、適時患者相

談に対応している。 

 

 

(注) 患者相談の概要については、相談内容を適切に分類し記載するとともに、相談に基づき

講じた対策等があれば併せて記載すること。また、個人が同定されないよう配慮すること。 

  



 

（様式第 20）その他の地域医療支援病院に求められる取組みに関する書類（任意） 

 

１  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 無 

・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

日本医療機能評価機構 審査体制区分3（Ver.5.0）以降は建物設備の関係で次のバージョンでの審

査に至らず。外来棟新築後受診予定。 

(注) 医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があ

ること。 

 

２  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有 

・情報発信の方法、内容等の概要 

広報誌「せせらぎ」を院内で配布すると共に、地域の医療機関および近隣市町村役所や図書館、商

業施設などへ送付し、地域住民の方々が自由に手に取り持ち帰れるようにしている。 

ホームページを利用し、診療担当表や各診療科および部門の紹介、医療連携に関わること等、当院

の記事を掲載している。 

 

３  退院調整部門 

①  退院調整部門の有無 有 

・退院調整部門の概要 

【患者サポートセンター】 

 入退院支援室：看護師2名、退院専任看護師1名、退院専従看護師（病棟）4名、委託事務1名 

 医療福祉相談室：医療ソーシャルワーカー3名 

 医療連携室：センター長代行（看護師）1名、看護師2名、事務3.5名 

【業務内容】診療・介護・病状等の相談に関する事、地域の医療機関や福祉施設に関する事、 

がん相談支援、緩和ケアに関する事、医療制度や医療費に関する事、退院支援に関する事、 

転院転入調整に関する事、その他医療相談等。 

 

４  地域連携を促進するための取組み 

① 地域連携クリティカルパスの策定 有 

・策定した地域連携クリティカルパスの種類・内容 

大腿骨頚部骨折地域連携パス・埼玉県医師会脳卒中地域連携パス 

・地域連携クリティカルパスを普及させるための取組み 

地域医療機関と合同で研究会を開催している 

 













小川赤十字病院共同利用医療機器に関する運用規程 
 

（目的） 

第１条 この規程は、小川赤十字病院地域医療支援事業運営管理規程の支援事業における

共同利用医療機器について、地域の医療機関が円滑に利用できるよう定めるもの

とする。 

 

（利用範囲） 

第２条 登録医療機関が利用できる医療機器は以下のとおりとする。 

1） コンピューター断層撮影装置（CT） 

2） 磁気共鳴断層撮影装置（MRI） 

3） 核医学検査装置（RI） 

4） 単純 X線撮影装置 

5） 乳房撮影装置（マンモグラフィ） 

6） 骨密度測定装置（骨塩定量検査） 

7） 脳波計 

8） 12誘導心電図計 

9） 超音波診断装置 

10）内視鏡検査機器 

 

（依頼の種類） 

第３条 検査依頼方法は、通常検査依頼と委託検査依頼の 2種類とする。 

２ 委託検査を希望する場合は、小川赤十字病院の登録医であり、事前に委託検査に関

する契約を締結した医療機関であることとする。 

３ 委託検査依頼は、脳波検査及び CT、MRIの読影なしの単純撮影のみとする。 

 

（利用方法） 

第４条 共同利用医療機器を利用する場合は、放射線検査は放射線科受付にて、その他検

査は医療連携室にて、予約受付を行う。 

  ２ 検査後、画像データおよびレポート等は速やかに作成し、依頼医療機関へ送付する。 

  ３ 問診内容により、検査が中止になる場合がある。 

４ 詳細な運用フローは別に定める。 

 

附 則（令和 3年小川病連第 16号） 

この規程は、令和 3年 7月 1日から施行する。 



小川赤十字病院共同利用開放病床に関する運用規程 
 

（目的） 

第１条 この規程は、小川赤十字病院地域医療支援事業運営管理規程の支援事業における

共同利用開放病床（以下「開放病床」という）について定めるものとする。 

地域医療機関からの入院の応需体制を確立すること、および、地域のかかりつけ

医との共同診療を行うことで、プライマリケアと専門治療を円滑に連携し、地域

医療資源の有効活用と発展向上を図ることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 開放病床とは、地域のかかりつけ医が自ら当該病床に入院させた患者に対し、小

川赤十字病院担当医師と協力して、病院施設及び設備を利用して積極的かつ自主

的に患者の診療業務を行うことができる病床をいう。 

  ２ 小川赤十字病院は、地域医師会との合意に基づいて開放病床を設置する。 

 

（病床の確保） 

第３条 看護部における日々のベットコントロールにおいて、開放病床として５床を確保

することとする。 

  ２ 医療連携室は、登録医療機関からの利用申出に適切かつ速やかに対応できるよう、

看護部と連携すること。 

 

（登録医） 

第４条 開放病床を利用しようとする医療機関の医師は、別に定める小川赤十字病院登録

医規程による登録（以下「登録医」という）を行うものとする。 

 

（利用手続き） 

第５条 登録医は、開放病床を入院診療のために利用することができる。 

２ 小川赤十字病院は、登録医からの開放病床への入院要請を断ってはならない。但し、

確保した開放病床全てが利用中であり、他にも病床が確保できない場合はこの限

りではない。 

  ３ 対象疾患や性別、状態等を勘案し、他の病床での入院が適当である場合は開放病床

以外での入院も可能とする。 

４ 登録医が開放病床を利用する際は、医療連携室へ申請する。 

５ 開放病床利用の運用フローは別に定める。 

 

 



（入院） 

第６条 入院は、登録医と小川赤十字病院担当医と協議の上決定する。 

２ 入院決定の際、登録医は、緊急時の連絡方法を明らかにしておかなければならない。 

３ 登録医は、自ら開放病床に入院させた患者について、診療を行うこと。 

 

（診療） 

第７条 入院中の患者の治療および管理は、小川赤十字病院の責任において行うこととす

る。 

２ 小川赤十字病院は、開放病床に入院した患者が急変した場合、原則直ちに登録医へ

連絡する。 

３ 登録医が診察する際は、事前に医療連携室へ連絡の上、小川赤十字病院担当医若し

くは担当看護師を同行して行い、診察時間及び内容を診療記録に記載すること。 

４ 登録医が処置および検査の指示を行う際は、小川赤十字病院担当医と相談の上行

い、使用する薬品、診療材料等は小川赤十字病院のものとする。 

５ 登録医は、小川赤十字病院の規則を順守し、故意または過失により損害を与えた場

合は原則としてこれを補填すること。 

 

（看護） 

第８条 開放病床の看護管理は、小川赤十字病院看護部長の統括の下で当該病棟の看護師

長が行う。 

 

（退院） 

第９条 患者の退院に関しては、登録医と小川赤十字病院担当医とが協議し決定する。但

し、死亡退院等の場合は、早急に登録医へ連絡する。 

 

（診療報酬） 

第１０条 共同利用開放病床の利用に係る入院中の診療報酬は、小川赤十字病院に帰属する

ものとする。 

２ 共同診療を行った際は、登録医において、開放型病院共同指導料Ⅰを医科診療報

酬点数表に則り算定する。小川赤十字病院は開放型病院共同指導料Ⅱを算定する。 

 

（診療記録の管理閲覧） 

第１１条 登録医が開放病床を利用した診療における、診療記録及びエックス線フィルム等

は小川赤十字病院内での閲覧することとし、小川赤十字病院外への持ち出しは厳

禁とする。 

  ２ 診療記録の管理閲覧については、別に定める。 



（共同利用開放病床の運営管理） 

第１２条 共同利用開放病床の利用に係る事務は医療連携室が担当する。 

   ２ 医療連携室は開放病床の利用状況を管理し、医療連携委員会へ報告する。 

 

（医療事故・紛争） 

第１３条 開放病床に入院した患者に事故が発生した場合、医師等関係者は直ちにその内容

を病院長へ報告しなければならない。 

   ２ 医療紛争が発生した場合は、小川赤十字病院担当医師および登録医が協力して

対処する。 

   ３ 開放病床における医療事故については、日本赤十字社及び比企医師会団体扱い

による医師賠償責任保険を適用するものとする。 

 

（その他） 

第１４条 この規程に定めのない開放病床の管理運営等については、小川赤十字病院長の定

めるところによる。 

 

附 則 

この規程は、平成 16年 6月 1日から施行する。 

附 則（令和 3年小川病連第 10号） 

この規程は、令和 3年 6月 1日から施行する 

 



小川赤十字病院共同利用研究施設に関する運用規程 

 

（目的） 

第1条 この規程は、小川赤十字病院地域医療支援事業運営管理規程の支援事業における

共同利用研究施設について地域医療機関が円滑に利用できるように定めるもの

とする。 

 

（利用資格） 

第2条 小川赤十字病院登録医（以下登録医）および、登録医が勤務する医療機関に所属

する医療従事者であること。 

 

（利用範囲） 

第3条 登録医および、登録医が勤務する医療機関に所属する医療従事者が利用できる研

究施設は以下のとおりとする。 

１）5 階会議室 A：新館 5 階 スクリーン・マイク備付 

２）5 階会議室 B：新館 5 階 スクリーン・マイク備付 

  ※5 階会議室ＡＢを繋げての利用も可（合計 150 人収容） 

  ※Ａのみ、Ｂのみの場合はマイク使用不可の場合があります 

３）図書室（研究室） 

  閲覧可能資料：図書・雑誌（持ち出し禁止） 

  資料の複写：1枚 10円（白黒のみ）※企画総務課 図書室担当へ申し出る 

        著作権の範囲内としセルフサービスとする 

  蔵書検索：蔵書目録 

文献検索：医中誌 Web 

相互貸借：手数料等は相互貸借の依頼先から提示された実費を請求 

  ２ 会議用貸出機器は次のとおりとする 

１） 可動式ホワイトボード 

２） 可動式スクリーン 

３） プロジェクター 

４） マイク 

 

（予約方法） 

第4条 登録医および、登録医が勤務する医療機関に所属する医療従事者が研究施設の利

用を希望する場合の窓口は、小川赤十字病院医療連携室とする。 

  ２ 登録医および、登録医が勤務する医療機関に所属する医療従事者が研究施設を使

用する際は、別紙「小川赤十字病院登録医 会議室・図書室利用申請書」に必要事



項を記入のうえ提出すること。 

 

（会議室利用方法） 

第5条 会議室の利用時間は以下の時間とする。 

１） 平日（月曜日～金曜日）：午前 9 時 00 分から午後 8 時 00 分 

２） 平日以外：午前 9 時 00 分から午後 6 時 00 分 

（土曜日・日曜日・祝日・年末年始 12/29～1/3・赤十字創立記念日 5/1） 

  ２ 会議室利用の際は、救急外来にて予約証明書を提示し、入館証と鍵の受け渡しを行

い、利用終了時は入館証と鍵を速やかに返却する。入館証は見える位置に付けるこ

と。 

 

（図書室（研究室）利用方法） 

第6条 図書室（研究室）の利用時間は以下の時間とする。 

１） 平日（月曜日～金曜日）：午前 8 時 30 分から午後 4 時 45 分 

２） 第 1，第 3 土曜日：午前 8 時 30 分から午後 12 時 30 分 

日曜・祝日・第 2、4、5 土曜日・年末年始 12/29～1/3・赤十字創立記念日 5/1 は、

閉室とする。 

  ２ 図書室（研究室）利用の際は、救急外来にて予約証明書を提示し、入館証を受け取

り、利用する。入館証は見える位置に付けること。 

  ３ 閲覧場所は研究室とする。 

 

（利用にあたる注意事項） 

第7条 利用にあたる注意事項は以下のとおりとする。 

１） 予約時間は、準備及び後片付けの時間も含んで予約すること。 

２） 使用後の原状回復をおこなうこと。 

３） 使用者並びに関係者が故意または過失により研究施設および院内の施設・設備な

どを損傷・汚損･紛失した ときは、その実費を請求する。 

４） 研究施設使用後、特に清掃を必要とする場合は、その実費を請求する。 

 

（使用料） 

第8条 登録医および、登録医が勤務する医療機関に所属する医療従事者が研究施設を使

用する使用料は無料とする。 

 

（研究施設管理者） 

第9条 共同利用研究施設の管理運営は小川赤十字病院企画総務課（以下企画総務課）が

行い、予約証明書の発行及び小川赤十字病院関係各部署への連絡調整は企画総務



課が行う。 

 

（規程の改廃） 

第10条 本規程の改廃は、医療連携委員会の議を経て、小川赤十字病院長が決定する。 

 

 

附則 

 この規程は、令和３年６月１日から施行する。 

 

  



小川赤十字病院登録医 会議室・図書室利用申請書 

 

 

申請月日 令和  年  月  日 

登録医療機

関 

名称  

住所  

医師名  連絡先 
電話 

FAX 

使用施設 
□会議室（ 5 階会議室 A ・ 5 階会議室 B ） 

□図書室 

会議室 

附属設備 
□ホワイトボード □スクリーン □プロジェクター □マイク 

使用日時 令和  年  月  日（ ） 午前・午後  時  分～午前・午後  時  分 

使用目的 

（参加予定者数：        ） 

 

 

 

 

 

 

 

その他  

病院 

処理欄 

院長 事務部長 
企画総務

課長 
総務係長 担当 共同利用研究施設利用許可証 

     

上記申請による施設利用を許可します。 

令和  年  月  日 

小川赤十字病院 

 


